
紹
　
介

向
南
・
張
国
慶
・
李
宇
峰
編
著

『
身
代
石
刻
文
続
編
』

　
契
丹
人
が
建
国
し
二
百
恩
賞
続
い
た
遼
朝
は
、

中
国
北
方
の
開
発
、
中
華
民
族
の
経
済
・
文
化
の

発
展
、
統
一
的
多
民
族
国
家
の
形
成
に
不
朽
の
歴

史
的
功
績
を
遺
し
た
。
し
か
し
、
遼
史
研
究
は
立

ち
後
れ
た
状
態
に
あ
る
。
そ
の
原
因
は
文
献
史
料

の
乏
し
さ
に
あ
り
、
元
人
が
倉
卒
に
編
纂
し
た

『
遼
史
』
の
誰
誤
訣
略
は
数
え
切
れ
な
い
。
こ
の

た
め
、
と
り
わ
け
考
古
資
料
は
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
の
研
究
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　
向
南
編
著
『
儲
蓄
石
刻
文
編
』
（
河
北
教
育
出

版
社
、
一
九
九
五
年
）
は
、
遼
史
研
究
者
必
携
の

資
料
性
・
学
術
性
を
兼
備
し
た
労
作
だ
が
、
そ
の

出
版
後
の
十
五
年
に
大
車
の
遼
代
漢
文
石
刻
が
陸

続
と
出
現
し
た
。
こ
の
た
び
、
待
望
の
『
続
編
騙

が
公
刊
さ
れ
た
。
各
種
の
雑
誌
・
報
告
書
に
散
見

し
、
甚
だ
し
く
は
未
発
表
で
あ
っ
た
重
要
資
料
を

集
成
し
た
出
土
資
料
集
で
あ
り
、
高
水
準
の
注
釈

を
も
つ
研
究
書
で
も
あ
る
。
最
新
第
一
次
資
料
の

検
索
に
大
き
な
便
宜
を
供
し
、
豊
窟
で
着
実
な
注

釈
は
参
照
価
値
が
高
い
。
中
国
国
家
古
書
整
理
出

版
二
項
経
費
に
よ
る
三
年
間
の
資
料
収
集
・
考
証

の
成
果
で
あ
り
、
遼
代
漢
文
石
刻
一
六
三
件
を
遼

紀
年
に
従
っ
て
配
列
し
た
本
編
に
加
え
、
「
補

編
」
は
紀
年
は
な
い
が
確
実
に
遼
代
に
属
す
る
二

一
件
、
「
補
編
二
」
は
『
文
編
』
未
収
録
の
七
件
、

「
外
編
」
は
遼
史
研
究
に
稗
益
す
る
新
出
壁
代
石

刻
五
件
、
全
部
で
一
九
六
件
の
石
刻
を
収
録
す
る
。

「
死
蔵
」
状
態
に
陥
っ
て
い
る
若
干
件
を
除
き
、

絶
対
多
数
の
石
刻
が
網
羅
さ
れ
、
一
九
九
五
年
以

降
出
版
さ
れ
た
類
書
が
比
肩
し
え
な
い
質
量
を
誇

る
。
大
量
の
石
刻
文
箱
片
図
版
を
準
備
し
て
い
た

が
、
出
版
社
の
都
合
で
わ
ず
か
六
幅
し
か
掲
載
で

き
ず
、
ま
た
簡
体
字
で
排
印
さ
れ
た
た
め
、
石
刻

文
本
来
の
歴
史
的
情
報
が
失
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
は

本
書
の
暇
疵
と
い
う
べ
く
、
編
著
者
・
読
者
と
も

に
遺
憾
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
遼
朝
の
三
族
は
皇
族
に
匹
敵
す
る
強
大
な
勢
力

で
、
帝
位
の
帰
趨
を
も
左
右
し
た
。
本
書
は
内
蒙

古
寧
城
地
区
や
遼
寧
省
阜
新
関
山
な
ど
で
出
土
し

た
多
数
の
后
族
墓
誌
を
収
録
し
、
そ
れ
ら
は
国
舅

出
離
畢
帳
と
国
舅
大
小
翁
帳
の
族
属
・
世
系
・
盛

衰
を
記
録
し
て
『
遼
史
』
外
戚
表
の
鉄
略
詑
誤
を

補
正
し
、
盾
族
の
生
々
し
く
か
つ
確
実
な
第
一
次

資
料
を
提
供
す
る
。
遼
末
の
蒲
奉
先
兄
弟
は
、
国

舅
小
翁
帳
に
出
自
す
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
出
土

墓
誌
に
よ
っ
て
か
れ
ら
が
国
舅
夷
弓
三
三
に
出
自

す
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
た
。
こ
の
結
論
は
契
丹
文

墓
誌
の
解
読
に
よ
っ
て
も
す
で
に
獲
得
さ
れ
て
い

る
（
愛
新
覚
羅
烏
拉
煕
春
『
契
骨
文
墓
誌
よ
り
見

た
遼
史
臨
、
松
香
堂
、
二
〇
〇
六
年
）
。

　
本
書
が
最
も
多
く
収
録
す
る
の
は
苦
難
前
期
の

名
臣
韓
津
蟹
の
家
族
成
員
墓
誌
で
あ
る
。
韓
中
古

は
最
初
期
に
帰
順
し
た
漢
人
で
、
か
れ
と
そ
の
子

孫
は
長
期
に
わ
た
っ
て
契
丹
人
と
通
婚
し
た
。
　
一

般
の
念
入
官
僚
と
は
異
な
り
、
「
契
丹
化
」
し
た

漢
人
で
あ
り
、
契
丹
の
皇
族
・
声
言
と
格
別
密
切

な
関
係
を
も
ち
、
そ
の
地
位
と
勢
力
は
遼
朝
政
治

史
に
大
き
く
影
響
し
た
。

　
遼
朝
政
権
に
お
い
て
、
漢
人
窟
僚
は
多
数
を
占

め
、
契
丹
人
の
果
た
し
え
な
い
役
割
を
に
な
っ
た

が
、
『
慰
撫
撫
の
立
伝
は
比
較
的
少
な
い
。
歎
崇

美
は
比
較
的
早
く
遼
朝
に
帰
順
し
、
政
権
安
定
に

貢
献
し
た
が
、
『
遼
史
騙
は
か
れ
に
立
流
せ
ず
、

そ
の
家
族
成
員
の
記
述
も
少
な
い
。
『
歌
崇
美
墓

誌
』
は
取
崇
美
の
系
譜
・
官
歴
な
ど
を
詳
述
し
、

『
遼
史
』
の
鉄
を
補
っ
て
い
る
。

　
黒
人
の
著
作
『
地
理
叢
書
』
・
『
北
蕃
地
理
』
な

ど
に
は
穆
州
（
甲
州
）
は
あ
る
が
離
州
は
な
く
、
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逆
に
『
契
丹
国
志
駈
州
県
載
記
・
四
重
史
』
地
理

志
に
は
成
州
は
あ
る
が
石
州
は
な
い
。
そ
の
た
め
、

成
鳥
は
睦
州
の
改
名
と
さ
れ
て
き
た
が
、
『
瀟
琳

墓
誌
幽
は
長
州
が
魚
島
温
家
族
分
地
に
属
す
る
頭

下
州
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
記
し
、
成
州
と
は
異
な

る
こ
と
を
証
明
し
た
。

　
本
書
収
録
の
石
刻
文
に
は
岡
遼
史
』
百
宮
寺
に

無
い
官
職
が
頻
見
し
、
二
代
窟
制
史
研
究
に
確
実

な
材
料
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
本
書
収
録
の
石
刻

文
は
『
遼
史
臨
の
多
く
の
錯
誤
を
訂
正
す
る
。
た

と
え
ば
『
遼
史
撫
皇
子
表
は
姜
氏
が
油
魚
の
第
六

子
素
生
を
生
ん
だ
と
す
る
が
、
『
聖
宗
淑
儀
贈
寂

善
大
師
墓
誌
』
に
拠
れ
ば
、
宗
願
（
侯
古
）
を
生

ん
だ
の
は
淑
儀
取
氏
（
歌
崇
美
の
孫
）
で
あ
っ
て

姜
氏
で
は
な
い
。
ま
た
、
『
遼
史
冊
公
主
表
は
、

孟
宗
の
長
女
を
燕
薪
と
す
る
が
、
『
蒲
異
墓
誌
』

は
聖
宗
の
長
女
を
蒲
曼
の
母
親
と
し
燕
寄
と
は
し

な
い
。
契
丹
文
墓
誌
か
ら
彼
女
が
聖
典
の
庶
長
女

で
、
公
主
表
で
は
第
六
に
並
べ
ら
れ
た
鋼
匿
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
（
愛
新
覚
羅
鳥
拉
煕
春
『
愛
新

盤
羅
烏
拉
煕
春
女
真
契
丹
学
研
究
騙
、
松
香
堂
、

二
〇
〇
九
年
）
。
本
書
は
石
刻
文
に
新
式
標
点
を

採
用
し
、
入
物
・
事
件
・
官
制
・
地
名
な
ど
に
漏

れ
な
く
注
釈
を
施
し
、
『
遼
史
』
の
鉄
略
錯
誤
を

逐
一
指
摘
す
る
。
本
書
は
貴
重
な
出
土
資
料
を
保

存
す
る
だ
け
で
な
く
、
欄
遼
史
撫
に
対
す
る
補
鉄

正
誤
を
も
達
成
し
て
い
る
。

　
遼
史
研
究
の
不
断
の
深
化
に
と
も
な
い
、
遼
代

石
刻
文
は
そ
の
価
値
を
い
よ
い
よ
高
め
る
で
あ
ろ

う
。
三
編
・
四
編
が
引
き
続
き
世
に
問
わ
れ
る
こ

と
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
一
六
開
　
三
七
六
頁
　
二
〇
一
〇
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
遼
寧
人
民
出
版
社
　
四
八
元
）

　
　
　
（
吉
本
智
慧
子
　
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
教
授
）

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ケ
リ
ー
著

（
藤
井
崇
訳
・
南
川
高
志
解
説
）

『
ロ
ー
マ
帝
国
』

　
本
書
は
○
薄
鼠
。
冨
Φ
H
囚
①
に
ざ
§
野
壷
。
ミ
§

肉
尋
帖
ミ
臨
謬
姥
鶏
。
註
§
言
§
ら
琳
帖
§
（
○
×
｛
o
箆

b⊇

n
O
①
）
の
全
訳
で
あ
り
、
岩
波
書
店
か
ら
翻
訳
・

刊
行
さ
れ
て
い
る
「
1
冊
で
わ
か
る
扁
シ
リ
ー
ズ

の
一
書
で
あ
る
。
著
者
は
い
わ
ゆ
る
「
古
代
末

期
」
を
専
門
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
後
期
ロ
ー
マ
帝

国
の
官
僚
制
や
フ
ン
族
の
王
ア
ッ
テ
ィ
ラ
を
扱
っ

た
書
物
を
公
に
し
て
き
た
。
本
書
で
は
、
紀
元
前

～
世
紀
か
ら
紀
元
二
世
紀
ま
で
の
ロ
ー
マ
帝
国
の

歴
史
が
語
ら
れ
る
。

　
か
つ
て
著
者
は
あ
る
席
上
、
ロ
ー
マ
史
を
研
究

す
る
理
由
は
「
現
代
の
ア
メ
リ
カ
に
似
て
い
る
か

ら
だ
」
と
答
え
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
著
者
に
と

っ
て
、
い
ま
ロ
ー
マ
帝
国
の
通
史
を
書
く
と
い
う

こ
と
は
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
。
ま
ず
は
、

本
書
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
こ
う
。

　
第
一
章
門
征
服
」
で
は
ロ
ー
マ
が
都
市
国
家
か

ら
帝
国
へ
と
拡
大
し
て
い
く
過
程
が
論
じ
ら
れ
る
。

共
和
政
か
ら
帝
政
へ
の
移
行
は
、
権
力
闘
争
を
規

制
す
る
方
法
の
変
化
に
過
ぎ
な
い
、
あ
る
い
は
残

虐
な
軍
事
行
動
の
背
黒
に
は
、
そ
れ
を
正
当
化
す

る
「
帝
国
の
使
命
」
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
が
存
在
し

た
と
い
っ
た
指
摘
が
な
さ
れ
る
。

　
第
二
章
「
皇
帝
の
権
力
」
で
は
、
皇
帝
権
力
を

浸
透
さ
せ
る
た
め
の
皇
帝
の
イ
メ
ー
ジ
と
歴
史
書

に
描
か
れ
る
皇
帝
の
イ
メ
ー
ジ
に
焦
点
が
当
て
ら

れ
る
。
前
者
の
イ
メ
ー
ジ
は
各
都
市
で
行
わ
れ
た

皇
帝
礼
拝
の
申
に
神
の
姿
と
し
て
現
れ
る
。
一
方
、

ス
エ
ト
ニ
ウ
ス
や
タ
キ
ト
ゥ
ス
の
歴
史
書
の
中
で

は
、
批
判
的
な
筆
致
の
申
か
ら
あ
る
べ
き
皇
帝
の

姿
が
浮
か
び
上
が
る
。
双
方
の
イ
メ
ー
ジ
を
合
わ

せ
て
、
多
角
的
に
皇
帝
イ
メ
ー
ジ
を
と
ら
え
る
べ

き
だ
と
さ
れ
る
。

　
第
三
章
「
共
犯
」
で
は
、
属
州
統
治
の
実
態
が
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